
３ 旭川都市圏の人の動き（実態調査結果より）

3-1 平日1日の人の動き

【旭川都市圏の生成原単位および外出率】

■都市圏の一人当たりのトリップ数は横ばい
旭川都市圏の生成原単位はネットで3.68トリップ／人・日、グロスで2.81トリップ
／人・日、外出率が76.3％となっている。第1回ＰＴ調査に比べて、一人当たりの１
日の平均トリップ数（グロス）はほぼ横ばいで低下はみられません。
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■一人当たりのトリップは多いが外出率が低い
道内の他の都市圏と比較して、旭川都市圏の一人当たりのトリップ数は高くなって
いる。一方、道外の都市圏と比較すると、外出率が低い傾向にある。

【都市圏別生成原単位および外出率】

【用語についての解説】
※生成原単位：１日一人当たりの平均トリップ数
※ネット生成原単位：外出した人一人当たりで平均したトリップ数
※グロス生成原単位：全人口につき一人当たりで平均したトリップ数
※外出率：全人口（５歳以上人口）の内外出（トリップが発生）した人の割合
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資料：旭川都市圏PT調査結果



■増加した私用トリップ
旭川都市圏の総トリップ数は10,771百人トリップ／日で第1回ＰＴ調査と比べて、
約4％増加している。
中でも、私用目的のトリップ数が増加し、第1回ＰＴ調査と比べると、構成比を8.2
ポイント増やしている。

【目的種類別トリップ数および構成比】

■利用交通手段の7割が自動車
第1回ＰＴ調査と比べると、自動車を除く各交通手段のトリップ数が減少している。
自動車のトリップ数は、構成比で22.3ポイント増加している。

【代表交通手段別トリップ数および構成比】
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資料：旭川都市圏ＰＴ調査結果

（　）内は構成比を示す

【用語についての解説】
※代表交通手段：１つのトリップがいくつかの交通手段で成り立っているときこのトリッ

プで利用した主な交通手段を「代表交通手段」といいます。主な交通手段
の集計上の優先順位は鉄道→バス→自動車→二輪車→徒歩の順となってる。
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資料：旭川都市圏ＰＴ調査結果

（　）内は構成比を示す
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3-2 地域間の人の動き 【旭川都市圏関連交通】

■旭川市と周辺町間の交通が増加
旭川都市圏関連の総トリップ数は
10,771百人トリップ／日となっており、
その内訳は内々交通が96％、外内・内外
交通が4％となっている。
第1回ＰＴ調査に比べて、周辺5町間の
交通以外は、増加している。特に、周辺
5町と旭川市間の交通の伸び率が1.61と
最も大きくなっている。

■中心地区間の交通が減少
第1回ＰＴ調査結果に比べて、中央地域（旭川駅を中心とする都心部周辺Ｂゾーン
番号旭川市01、02、03）を発着する交通が減少している。

【地域間分布交通】

【用語についての解説】
※内々交通とは：旭川都市圏の中に出発地と到着地を持つ交通
※内外交通とは：旭川都市圏に出発地があり、都市圏以外に到着地を持つ交通
※外内交通とは：旭川都市圏に到着地があり、都市圏以外に出発地を持つ交通

旭川都市圏内々

旭川市

旭川都市圏
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内々交通
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（単位：百人トリップ/日）
※第2回ＰＴ/第1回ＰＴ　（　）は対第1回ＰＴの伸び

資料：旭川都市圏ＰＴ調査結果

内訳

旭川都市圏関連：10771/10356（1.04）

第1回旭川都市圏
ＰＴ調査より減少

第1回旭川都市圏
ＰＴ調査より増加

中央地域

圏外

永山地域

比布町

鷹栖町

春光・
末広地域

東地域

神楽・神居地域

東川町
東神楽町
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伸び率　（第2回PT/第1回PT）

1.25 -
1.05 - 1.25
0.95 - 1.05
0.75 - 0.95
0  - 0.75

トリップ数　（人トリップ/日）

50,000 -
30,000 - 50,000
10,000 - 30,000
2,000 - 10,000
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3-3 休日1日の人の動き

【性別生成原単位（グロス）と外出率】

■平日に比べ減少する休日のトリップ数と外出率
休日の生成原単位・外出率は、男女ともに平日よりも少なくなっている。

■休日のトリップ数が大きく減少する若年者・高齢者
年齢階層別に平日・休日の生成原単位・外出率を比較すると20歳未満及び75歳以上
の高齢者において、平日と休日の差が大きくなっている。

【年齢階層別生成原単位（グロス）と外出率】
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資料：第２回旭川都市圏ＰＴ調査結果
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【目的別トリップ数】

■平日に比べ倍増する休日の私用交通
休日は平日に比べ交通量が9割程度になり、目的別に見ると、私用目的の交通量の
み、休日の交通が増加している。

■休日の交通手段は9割が自動車
休日は自動車利用がさらに進み、自動車を除く各交通手段の交通手段が減少するな
かで、自動車利用交通量のみ増加し、構成比が約9割となる。

【交通手段別トリップ数】
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【地域間分布交通】

■休日についても中心地区間の交通が減少
休日は、特に中央地域（旭川駅を中心とした都心部周辺）へ集中する放射方向の交
通量が減少し、周辺地域と圏外関連の交通量が増加している。

■郊外部商業施設が立地する地域で交通量が増加
地区別の平日・休日集中交通量比を比較すると、大規模商業施設が存在する
05(02)ゾーンが1.6倍と高い比率になっている。

【地区別集中交通平日・休日比較】
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01(01)01(01)01(01)01(01)01(01)01(01)01(01)01(01)01(01)

01(02)01(02)01(02)01(02)01(02)01(02)01(02)01(02)01(02)
01(04)01(04)01(04)01(04)01(04)01(04)01(04)01(04)01(04)

01(03)01(03)01(03)01(03)01(03)01(03)01(03)01(03)01(03)

01(06)01(06)01(06)01(06)01(06)01(06)01(06)01(06)01(06)

01(05)01(05)01(05)01(05)01(05)01(05)01(05)01(05)01(05)

02(01)02(01)02(01)02(01)02(01)02(01)02(01)02(01)02(01)

02(02)02(02)02(02)02(02)02(02)02(02)02(02)02(02)02(02)

04(04)04(04)04(04)04(04)04(04)04(04)04(04)04(04)04(04)

04(03)04(03)04(03)04(03)04(03)04(03)04(03)04(03)04(03)

14(02)14(02)14(02)14(02)14(02)14(02)14(02)14(02)14(02)

04(05)04(05)04(05)04(05)04(05)04(05)04(05)04(05)04(05)

07(05)07(05)07(05)07(05)07(05)07(05)07(05)07(05)07(05) 07(04)07(04)07(04)07(04)07(04)07(04)07(04)07(04)07(04)

05(03)05(03)05(03)05(03)05(03)05(03)05(03)05(03)05(03)

12(00)12(00)12(00)12(00)12(00)12(00)12(00)12(00)12(00)

資料：第２回旭川都市圏ＰＴ調査結果

※平日・休日とも40百人ﾄﾘｯﾌﾟ/人･日以上の
集中交通量のゾーンを対象としている

集中交通量平休比
（休日／平日）

1.6 - 2.3
1.3 - 1.6
1  - 1.3
0  - 1



3-4 女性や高齢者の動き

【性別生成原単位（グロス）】

■増加した女性の交通量
女性の社会進出もあり、第1回ＰＴ調査に比べて、男性の生成原単位が低下した一
方で、女性の生成原単位が上昇している。
都市圏の交通量が20年間でほぼ横ばいであることから、女性の活動が活発になって
いるものといえる。

■女性の自動車利用が３倍増
第1回ＰＴ調査に比べて、女性の交通量は増加しており、自動車の利用が約３倍に
増加し、徒歩やバスの利用が半分に減少している。

【女性の代表交通手段別交通量】

3.48

2.21

3.21

2.46

第1回
PT

第2回
PT

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

男性 女性 凡例

資料：旭川都市圏PT調査結果

生

成

原

単

位

（
ト

リ

ッ
プ

／

人

･

日

）

1,437（34.5）
730（14.7）

907（21.8）

747（15.0）

1,114（26.8）
3,210（64.6）

669（16.1）

256（5.1）

33（0.8）

27（0.5）

4,159

4,970

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

第1回
旭川都市圏ＰＴ調査

第2回
旭川都市圏ＰＴ調査

資料：旭川都市圏ＰＴ調査結果

ト
リ

ッ
プ
数

（
百
人
ト
リ

ッ
プ
／
日

）

徒歩 二輪 自動車 バス 鉄道 合計
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【高齢者（65歳以上）トリップ数の推移】■増加する高齢者交通量
第1回ＰＴ調査に比べて、交通
量が大きく増加しており、特に
自動車増加が著しく、高齢者人
口の伸び率（162％）を大きく上
回っている。

■高齢化による都心居住への意識の高まり（アンケート調査結果より）
高齢化したときの住まい先として現在都心部以外に居住している人についても3割
が都心部住宅を希望している。

【高齢化したときの住居希望先アンケート調査結果】

【年齢階層別運転可能年齢アンケート調査結果】

■運転可能年齢の上昇（アンケート調査結果より）
回答年齢が高くなるにしたがって、運転可能年齢が上昇しており、実際には高齢化
しても自動車を手放すことがなく、今後も高齢者の自動車交通の増加が想定される。

33.6%

26.6%

22.9%

17.3%

12.1%

1.8%

36.7%

36.1%

41.5%

40.2%

33.7%

12.1%

16.4%

22.6%

23.1%

30.0%

37.9%

48.7%

8.6%

9.7%

7.7%

9.8%

11.6%

33.0%

4.7%

5.1%

4.9%

2.7%

4.7%

4.5%

65歳まで 66～70歳まで 71～75歳まで 76～80歳まで 81歳以上

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～64歳

65歳以上

凡例

219（14.6）136（34.6）

176（11.7）

63（16.0）

1,025（68.3）

130（33.0）

76（5.0）

61（15.6）

393

1,501

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

第1回旭川都市圏PT調査 第2回旭川都市圏PT調査

資料：旭川都市圏PT調査結果

ト
リ

ッ
プ
数

（
百
人
ト
リ

ッ
プ
／
日

）

徒歩 二輪 自動車 バス 鉄道 全手段

全体で282%増加

（）内は構成比を示す

自動車で688%増加

都心部住居者

都心部
住宅
85.8%

都心部
以外の
住宅
14.2%

都心部以外居住者

都心部
住宅
32.9%

都心部
以外の
住宅
67.1%

14

資料：平成14年アンケート調査結果

資料：平成14年アンケート調査結果


